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ここに至って，I/OのUSB化を図らざるを得ない

状況になってしまい，困っているという方も少なくな

いのではないかと思います．

USBは，従来のシリアル・ポートのようにポート

のリード/ライトをすればデータが入出力できるとい

うわけにはいきません．ターゲット（周辺機器）側を作

るにはUSBコントローラを用意し，ファームウェア

を作成して，きちんと認識できるようにしなくてはな

りませんし，ホスト側のドライバも必要です．

USB機器を商品化したいのではなく，単にPCに数

点から数十点程度のI/Oをつないで周辺機器をコント

ロールしたり，データを吸い上げたりしたいというだ

けであれば，「そこまでしなくてはならないか！やっ

てられない」と思うのが普通ではないかと思います．

● 困った！手軽にI/O操作のできないUSB

USB（Univeral Serial Bus）の普及に伴って，シリア

ル・ポート（COMポート，EIA－232，EIA－574）やパ

ラレル・ポート（セントロニクス準拠インターフェー

ス，IEEE1284）といった比較的簡単に扱えたI/Oポー

トをもたないPCも普通になってしまいました．

特にノートPCでは，これらのレガシィ・ポートを

もっていないものが普通になってしまいましたし，デ

スクトップでもこれらをもたないものが珍しくなくな

ってしまいました．

また，デスクトップの頼みの綱であった ISA

（Industry Standard Architecture）バスも絶滅状態と

なり，ICを並べて独自のインターフェースを作ると

いうことも困難になっています．
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ただし，これらの速度はあくまでもバス上でのデー

タ転送速度であり，いわば瞬間最大風速のようなもの

です．実力値は1対1で接続した場合でロー・スピー

ド，フル・スピードはこの 7～ 8 割程度（1 Mbps，

8 Mbps），ハイ・スピードの場合には1/3（20 Mバイ

ト/秒）程度と見たほうがよいようです．

なお，このスピード切り替えなどはホスト・コント

ローラとターゲットの間で自動的に行われるので，今

回のようにUSB機器をVisual Basicなどのアプリケ

ーション・レベルから利用する立場の場合には，どの

スピード・モードで動作しているかということを意識

する必要はありません．

■ ハブによる複数デバイスのサポート

USBは，バス上に最大127台のデバイスを接続でき

ます．USBでは，一つのポートに一つのデバイスを

つなげられるだけなので，複数のデバイスを接続した

い場合にはハブを使ってポートを拡張します．

図1にUSBの接続構成例を示します．ハブは最大5

段まで数珠繋ぎにできますが，5段目のハブの下にケ

ーブルをつなぐことはできません．したがって，5段

目の下につながるデバイスは，ハブと一体になってい

る必要があります．

また，図でもわかるとおりUSBではホストは1台

だけで，ほかはすべてターゲットになります．ホスト

しかし，ここがクリアできてしまえば，USBのメ

リットが生きてきます．シリアル・ポートなどよりも

はるかに高速であり，一つのポートにいくつもの機器

を接続できること，小さなノートPCなどでも利用で

き，USBケーブル経由でホストから電源を供給でき

るなど，特にちょっとした実験や試験設備には非常に

ありがたいことではないでしょうか．

そこで，今回の特集では，すでに世の中にある便利

なデバイスやモジュールを利用することで，USBそ

のものの詳細について学習したり，ファームウェアや

ドライバなどを作らずにUSBを利用するという方向

を目指してみることにしました．

USBの考えかたは，従来からあったパラレル・ポ

ートやシリアル・ポート，PS/2（Personal System/2）

マウス・ポート，PS/2キーボード・ポートなどのい

わゆるレガシィ・ポートと呼ばれるインターフェース

を排除して，外部機器は一つの高速シリアル・バスに

集約させてしまえばよいというものです．

それではUSBとはどのようなバスなのでしょうか．

■ ３種類の伝送スピード・モード

USBは次の3種類の伝送スピード・モードがありま

す．

�ロー・スピード（1.5 Mbps）
�フル・スピード（12 Mbps）
�ハイ・スピード（480 Mbps）
それぞれの用途やデータレートを表1に整理してみ

ました．もともと，USB規格バージョン1.0/1.1のと

きはロー・スピードとフル・スピードの二つだけが規

定されていましたが，バージョン2.0（一般にUSB2.0

と呼ばれる）になったときにハイ・スピード・モード

が追加されたという経緯があります．

このため，フル・スピードとロー・スピードはつね

にそれぞれ固定されたモードで動作しますが，ハイ・

スピード・モードのデバイスは，ハイ・スピードをサ

ポートしないUSB1.1対応のホストと接続されること

に配慮し，デフォルトではフル・スピードで起動し，

ホスト（またはハブ）がハイ・スピード対応のときだけ，

ハイ・スピードに切り替わるようになっています．

USBの概要
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特集＊すぐに使えるUSBデバイス＆応用

スピード ビット・レート 主な用途 一般的なデータ・レート

ロー・スピード 1.5 Mbps
キーボード，マウス，ジョイ・スティック

10～100 kbps程度
など

フル・スピード 12 Mbps
低速ストレージ，ブロードバンド・

500 bps～10 Mbps
モデム，オーディオ，マイクロフォンなど

ハイ・スピード 480 Mbps
動画像，ストレージ（HDDなど），画像

25 Mbps～400 Mbps
入力装置，ブロードバンド・モデムなど

表1（1）

USBの伝送スピード・モード

ハイ・スピードは，実測では

160 Mbps程度


